
博

R
ー

和52年10月25目発行1第三種郵便物占、忍・∫）llll川“1〔4〕1”II”IIll第255号ll”IIlll””川lll””lllll””川なかさと

圃●一←軸◎卜＜＞噛輔【●一●一一●一〇喝馴●一●陣制●一〇一釧D一◆噂Hレー軸赫一D一●一釧ひくレ●，◆一〇一一●

た
　
よ
　
り

彫
刻
家

　
　
観
音
像
の
製
作

　
東
京
は
．
∴
田
の
慶
応
大
学
の
近
く
に

池
宝
山
大
増
寺
と
い
う
古
い
お
寺
が
あ

る
、
そ
の
お
浄
の
古
文
書
に
よ
れ
ば
、

い
ま
を
普
、
四
五
〇
年
前
、
江
戸
は
京

橋
の
八
丁
堀
に
月
山
和
尚
と
い
う
高
僧

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
が
、
そ
の
八
r

堀
の
古
い
池
の
中
か
ら
、
弘
法
大
師
の

作
と
い
わ
れ
る
石
身
の
観
世
音
菩
薩
が

忽
然
と
現
わ
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
朝
日

観
音
と
称
し
て
祀
り
、
寺
の
信
仰
の
中

心
と
し
た
。
そ
の
像
は
久
し
い
年
月
と

風
雪
の
な
か
で
、
そ
の
尊
体
を
そ
こ
ね
、

鈴
脳
聾
耐
韻
d
違
‡
鰻
誤
購
蝦
，
‡
漏

　
も
い
う
）
親
を
出
せ

　
が
り
」
と
も
い
う
）

◇
薬
九
層
倍

◇
乞
喰
だ
っ
て
親
方
に
な
れ
ば
い
い

　
さ
ノ
ん

◇
山
し
ょ
小
粒
で

　
も
ヒ
リ
リ
と
か

　
ら
い

◇
杓
子
で
け
つ
　
（
尻
）
ぬ
ぐ
う

◇
立
つ
鳥
あ
と
を
濁
さ
ず

◇
き
た
な
み
じ
ょ
が
り
（
「
猫
か
わ
い

志
田
　
達
三
（
囎
鰐
鴎
胡
住
）

　
そ
の
台
座
を
残
す
ば
か
り
に
な
っ
た
。

　
　
こ
の
由
緒
あ
る
霊
験
あ
ら
た
か
な
朝

　
日
観
音
像
再
現
の
悲
願
が
私
の
所
に
伝

　
わ
っ
て
、
製
作
協
力
を
心
よ
く
引
受
け

　
た
次
第
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
は
、
い

　
ろ
ん
な
資
料
集
め
を
し
て
、
先
づ
観
音

　
の
心
と
形
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
つ
ま
り
、
日
本
に
お
い
て
の
、
歴
史

的
に
見
た
観
音
信
仰
の
深
さ
や
広
が
り

や
形
や
材
料
、
表
現
技
法
の
う
つ
り
か

わ
り
等
の
勉
強
で
あ
る
，
ご
承
知
の
よ

う
に
、
私
た
ち
の
見
か
け
る
観
音
像
は

さ
ま
ざ
ま
な
姿
で
表
わ
さ
れ
、
又
、
異

村
の
こ
と
わ
ざ

　
　
　
　
　
　
小
樗

血
の
出
る
よ
う
な
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

簾
搬
鑑
轄
続
膨
P
ー
‡
」

◇
う
ま
い
も
の
に
虫
が
つ
く

　
◇
猫
を
追
う
よ
り
皿
を
ひ
け
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

◇
馬
鹿
の
馬
鹿
力
　
　
　
　
軸

　
◇
人
を
み
た
ら
泥
棒
と
思
え
　
　
　
　
紳

◇
焼
け
っ
つ
り
は
火
に
こ
り
よ
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳

◇
湯
の
辞
気
（
遠
慮
ほ
水
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
◆
頭
か
く
し
て
尻
赫

P
　
定
夫
採
集
　
隠
さ
ず
　
　
赫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

◇
悪
銭
（
あ
く
せ
ん
）
身
に
つ
か
ず
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

◇
い
た
ち
ご
っ
こ
　
　
　
紳

◇
生
馬
（
い
き
ん
ま
）
の
目
を
抜
く
　
赫

な
っ
た
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

聖
観
音
、
卜
二
面
観
音
、
不
空
羅
索
観

音
、
如
意
輪
観
音
、
馬
頭
観
音
な
ど
で

あ
る
。
又
、
凱
像
あ
り
、
座
像
あ
り
、

半
翻
像
あ
り
で
あ
る
。

　
結
局
私
の
構
想
し
た
像
は
、
白
鳳
時

代
の
金
銅
仏
で
あ
る
法
隆
寺
の
夢
違
観

音
を
目
標
に
し
て
、
蓮
台
L
に
等
身
大

の
立
像
を
謹
作
す
る
こ
と
に
し
た
．
、

　
約
半
年
後
の
開
眼
供
養
の
H
は
、
あ

い
に
く
小
雨
煙
る
日
で
あ
っ
た
が
、
露

座
に
飾
ら
れ
た
像
が
花
に
か
こ
ま
れ
、

線
香
の
煙
に
つ
つ
ま
れ
、
読
経
の
声
に

ゆ
ら
れ
、
然
も
多
く
の
人
々
の
見
守
る

中
で
、
人
魂
さ
れ
て
い
く
儀
式
に
立
合

っ
た
時
は
、
私
が
か
っ
て
嫁
行
く
娘
に

愛
憎
の
涙
を
催
し
た
時
以
上
の
感
動
が

こ
み
上
げ
て
、
何
度
も
顛
を
ぬ
ぐ
っ
た
。
、

　
　
人
生
往
来

＾　　　◎　富　乏竜　樋　山　ロ」　季通　太　1蔚　◎

新新高井沢口本本1』、島雲産婦郎
　　砂良　和　健　善　裕　庭　勝　　　声

江寓　 一也一子子奈則浩
口井

良　月券　　昌　英　　II三　μ女　lj券　禾口

明幸友夫勝市治則

本
屋
敷

芋
　
沢

山
　
崎

小
　
出

　
桂
山
　
崎

田
　
代

如
来
寺

節英
子雄

四　五

干干・

溝溝

中
里

　
▽
俳

立
ち
待
ち
の

青
紫
蘇
を
抱

豊
作
の
疲
れ
を
絹
．

何
も
忘
れ
て
踊
纏
萌
鞭
、

　
剰
劇
　
鈴
木

ガ
婦
南
雲

◎
昇
　
天

服
部
チ
ヨ
ノ

小
巻
沢
源
作

　
進
（
栞
）
角
問

京
子
（
一
…
程
　
島

（
奎
）
　
小
原

（
六
七
）
　
　
通
り
山

小
林
健
｝
郎

古
高
　
ハ
ル

中
島
恵
子

南
雲
　
真
光

村
山
好
利

紛
綾
鰻

ニ
ハ
六
）
　
上
倉

（
八
一
）
朴
木
沢
新
田

（
蓑
）
　
　
本
屋
敷

（
究
）
　
堀
ノ
内

（
套
）
　
田
　
沢
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口 7，314（＋4）

男 3，629（＋5）

女 3，685（一1）

世帯数 1，670（　0）
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麟

轟
瀞

村
の
自
然
を
美
し
く

二
回
に
わ
た
る
清
掃
登
山

　
名
勝
地
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
人
り
、
ど
う
し
て
も
空
カ
ン
や
ゴ
ミ
ク
ズ
を

置
い
て
帰
り
が
ち
で
、
せ
っ
か
く
の
絶
景
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
と
か
ら
来
る
人

に
不
快
感
を
与
え
て
し
ま
う
。
大
切
な
村
内
の
大
自
然
が
汚
染
さ
れ
破
壊
さ
れ

て
行
く
の
を
防
ぎ
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い
自
然
の
姿
を
残
そ
う
と
、
中
里
村
観

光
協
会
等
が
計
画
し
、
．
、
回
に
わ
た
っ
て
清
掃
登
由
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
清
津
峡
　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
　
原

　
紅
葉
の
ヒ
ー
ク
を
前
に
九
月
一
．
卜
六

日
、
県
自
然
保
護
員
の
藤
ノ
木
伸
一
さ

ん
、
地
元
温
泉
、
中
里
村
観
光
協
会
、

商
研
ク
ラ
ブ
、
役
場
産
業
課
、
そ
れ
に

村
内
有
志
を
加
え
た
ト
五
名
の
メ
ン
バ

ー
が
、
二
班
に
分
か
れ
て
早
朝
七
時
に

出
発
し
八
木
沢
と
小
出
か
ら
入
り
、
各

人
が
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
い
っ
ぱ
い
の

ゴ
ミ
を
拾
い
出
し
ま
し
た
。

　
清
津
山
の
会
が
主
催
で
一
般
に
呼
び

か
け
、
十
月
十
六
日
女
性
十
五
名
を
含

む
四
卜
．
．
一
名
の
人
達
が
、
雨
の
中
を
小

松
原
に
む
か
い
ま
し
た
。

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台
と
マ
イ
カ
ー
五

台
を
連
ね
て
朝
七
時
半
に
出
発
し
、
途

中
か
ら
雨
具
を
着
て
一
人
一
人
ゴ
ミ
を

拾
い
な
が
ら
登
り
は
じ
め
ま
し
た
。

　
山
小
舎
に
着
い
た
時
は
全
員
ビ
シ
ョ

濡
れ
、
そ
れ
で
も
午
後
か
ら
は
雨
は
あ

が
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ノ
コ
汁
で

楽
し
く
過
し
ま
し
た
。

　
夕
方
に
は
車
の
ト
ラ
，
ン
ク
に
ゴ
ミ
を

積
ん
で
帰
り
、
皆
満
足
そ
う
な
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
人
達
の
お
か
げ
で
山
も
渓

谷
も
す
っ
か
り
惑
れ
い
に
な
り
、
あ
と

か
ら
訪
れ
る
人
々
に
自
然
の
す
ば
ら
し

さ
を
満
喫
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
Q
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第2回

中

　里

村

　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
30

　
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
、
今
月
三
十
日

（
日
）
に
田
沢
小
中
学
校
を
会
場
に
、

第
二
回
中
里
村
農
業
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
農
山
村
で
あ
る
こ
の
村
で
年
に
一
回

お
た
が
い
の
生
産
物
を
展
示
し
、
優
良

品
を
誉
め
た
た
え
激
励
し
あ
っ
て
、
明

日
の
産
業
振
興
の
発
展
を
め
ざ
そ
う
と

中
里
村
が
主
催
し
、
中
里
村
農
協
・
倉

俣
農
協
・
中
里
村
商
工
会
の
協
賛
で
、

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
田
沢
小
学
校
（
9
時
～
4
時
）

　
農
林
産
物
の
品
評
会
・
即
売
会

　
別
室
で
農
業
後
継
者
グ
ル
ー
プ
「
つ

ま
り
会
」
が
、
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及

所
長
や
村
内
両
農
協
組
合
長
等
を
交
え

て
、
中
里
村
の
農
業
を
語
る
座
談
会

　
　
田
沢
中
学
校
（
1
0
時
半
～
2
時
半
）

　
農
林
産
物
入
賞
者
表
彰
と
、
地
元
民

謡
保
存
会
の
出
演
と
プ
ロ
芸
能
人
の
出

演
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
30
日
～
1
1
月
3
日
）

　
農
業
祭
協
賛
の
中
里
村
芸
術
祭
が
あ

り
、
子
供
か
ら
老
人
ま
で
の
村
内
有
志

の
書
画
、
写
真
、
盆
栽
、
手
芸
、
生
花

日
（
日
）

昨年の農業祭

と
、
村
内
産
の
織
物
も
展
示
さ
れ
、
盆

栽
等
一
部
即
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
ど
ん
ど
ん
出
品
さ
れ
、
そ
し
て
ど
う

ぞ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
法
が
先
の
国
会
で
改
正
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
年
の
改
正
で
は
、
昨
年
度
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
が
九
・
四
％
上
昇
し

ま
し
た
の
で
、
　
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
」
の

仕
組
み
で
拠
出
制
年
金
額
（
老
齢
、
通

算
老
齢
、
母
子
、
寡
婦
の
各
年
金
）
は

こ
の
率
に
応
じ
て
引
き
上
げ
ら
れ
、
七

月
か
ら
新
し
い
年
金
額
に
な
り
ま
し
た

　
ま
た
年
金
額
の
引
き
止
げ
に
と
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヘ
　
ノ
あ
へ
じ
ド
プ
レ
ヘ
ロ
ロ
し
ラ
ド
ヘ
ロ
ド
ノ
し
ロ
ド
じ
ノ
ト
ヌ
　
ノ
ン

っ
て
保
険
料
額
は
、
　
◎
八
V
、
＞

纐
せ
、
糖
魯
携
一
…
…

円
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
額
は
、
昨
年
×

の
法
改
正
で
昭
和
五
・
◎
△
H
△
H
み
隔
¢
ぐ
ご

十
三
年
四
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
月

二
、
五
〇
〇
円
に
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
分

の
九
・
四
％
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
額
で
す
。

匠璽52年7膜施（月額）

老齢∵金蕪illli円

障　（蝦粥：藷：ill

　　母ゴ・年金　　　　　　　33，000　→36，100

圃53年4月実施（月額）
　　，ε額保険料　2，200円」◆2，730円附加400円

拠

出

年

金

一
方
、
福
祉
年
金
（
老
齢
、
障
害
）
に

つ
い
て
も
、
物
価
上
昇
率
九
・
四
％
を

ヒ
回
る
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

（
こ
こ
で
は
“
違
反
文
書
”
と
い
う
）

な
ど
を
配
布
し
て
選
挙
民
を
ま
ど
わ
す

よ
う
な
こ
と
は
厳
に
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
醜
い
選
挙
は

村
民
の
恥
で
す
、
充
分
認
識
を
あ
ら
た

に
し
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
正
し
く
明
る
い
選
挙
こ
そ
が
“
明
る

い
村
づ
く
り
”
と
私
た
ち
の
し
あ
わ
せ

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
選
挙
民
は
誰
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
自

由
な
立
場
で
、
民
主
政
治
の
健
全
な
発

　　　　　　　　　　　WVVVVVVVVVVVVVVv））v）じノ

ll　匠璽52年8膜施（月害頁）

く福　　　老齢年金　　　　　　　　13，500円→15，000円

雑F　金（鍛灘：ll：認1

金四52月川疾施
　　　　　　1月・5月・9月→4月・8月・12月

月
二
十
七
日
村
長
選
挙

明
る
く
正
し
い
選
挙
を

か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
九
月
の

支
払
期
に
は
増
額
さ
れ
た
年
金
が
受
け

取
れ
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
福
祉
年
金
の

支
払
期
月
は
一
月
、
五
月
、
九
月
の
年
三

回
で
し
た
が
、
五
十
二
年
十
月
か
ら
は

四
月
、
八
月
、
十
二
月
に
変
更
さ
れ
今
後

は
盆
と
暮
に
年
金
が
間
に
合
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
暮
の
十
二
月
支
払
期

だ
け
は
、
希
望
す
れ
ば
十
一
月
に
年
金

を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
〆
　
、
．
，
・
’

　
年
金
額
の
引
き
h

げ
時
期
は
、
昨
年
よ

り
ニ
カ
月
早
く
八
月

十
　
今
年
十
二
月
任
期
満
了
に
伴
う
中
里

村
長
選
挙
が
、
十
一
月
二
十
七
日
（
日

）
に
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
選
挙
は
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く

民
主
政
治
を
守
っ
て
い
く
最
も
大
切
な

行
為
で
あ
り
、
即
ち
自
分
た
ち
に
か
わ

っ
て
政
治
を
担
当
し
て
く
れ
る
人
を
選

ぶ
の
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
の
日
々
の
生

活
に
直
接
大
き
く
影
響
さ
れ
る
も
の
で

す
。
従
っ
て
こ
の
大
切
な
行
為
が
“
買

収
”
や
飲
食
物
の
提
供
即
“
饗
応
”
、

“
金
品
の
授
受
”
な
ど
で
左
右
さ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
又
、
法
に
定
め
ら
れ
た
以
外
の
文
書

達
の
た
め
積
極
的
に
参
加
し
、
大
切
な

一
票
を
悔
い
な
く
生
か
し
て
行
使
し
て

下
さ
い
。
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剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
秋
晴
れ
の
体
育
の
日
（

　
　
　
　
　
十
月
十
日
）
に
、
元
気
の

　
　
　
　
　
い
い
“
気
合
い
”
が
田
沢

　
　
　
　
　
小
学
校
体
育
館
の
外
に
ま

で
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
　
「
剣
道
を
や
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
明
る
く
．
兀
気
な
子
供
達
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
で
結
成
さ

れ
た
剣
道
ス
ポ
；
ツ
少
年
団
が
、
中
里

村
に
誕
生
し
て
か
ら
十
年
に
な
る
の
を

記
念
し
て
、
朝
か
ら
多
数
の
父
兄
や
お

客
様
を
迎
え
て
、
式
典
と
記
念
試
合
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
団
の
指
導
育
成
の
た
め

に
長
年
努
力
さ
れ
た
、
藤
田
浩
・
田
中

良
一
・
滝
沢
京
子
・
南
清
之
助
の
各
氏

が
、
中
里
村
公
民
館
長
・
体
育
協
会
長

％、ハ2　の ζ2く2ζ22．ζ2〈22＜2〈22く22
　　　　　0 繍　　　0

22
　　　　　　　　　　　　役
％、少卿卿卿％卿卿卿卿彪％

も
と
で
、
小
中
学
生
男
女
ヒ
予
四
名
の

豆
剣
士
が
．
兀
気
に
試
合
を
く
り
ひ
ろ
げ

ま
し
た
，

　
八
，
ま
で
に
数
多
く
の
有
段
者
も
生
み

ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
初
期

の
目
的
の
た
め
に
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
を
更
に
発
展
さ
せ
た
い
と
、
後
援

会
の
方
々
は
は
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

建
築
工
事
届
、

　
建
築
確
認
申
請
を
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
な
ど
を
建
築
す
る
と
き
は
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
も
し
未
届
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
確
認
の
ま
ま
L
事
を
し
ま
す
と
、
前

か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に

　
つ
ぎ
に
津
南
町
体
育
協
会
長
（
小
島
　
　
不
適
合
部
分
に
つ
い
て
是
正
を
命
じ
ら

氏
〉
や
地
元
体
協
剣
道
部
員
の
審
判
の
　
　
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
朝
野
球
リ
ー
グ
戦
・
芋
沢
が
優
勝

　
昭
和
五
十
二
年
度
、
中
里
村
野
球
協

会
長
杯
争
奪
早
朝
野
球
リ
ー
グ
戦
の
全

日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
「
今
の
ヤ
ン
グ
は
朝
に
弱
い
」
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
試
合
の
時
に
は
早
寝

早
起
き
で
朝
五
時
に
は
、
ユ
ニ
フ
オ
ー

ム
の
ボ
タ
ン
を
か
け
な
が
ら
グ
ラ
ゥ
ン

ド
に
駆
け
つ
け
た
。
遅
刻
に
対
す
る
ペ

ナ
ル
テ
ィ
な
ど
、
厳
し
い
ル
ー
ル
の
も

と
で
六
月
か
ら
激
戦
が
展
開
さ
れ
、
技

量
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
芋
沢
チ

ー
ム
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

早朝リーグ戦結果

　
　
建
築
届
が
必
要
な
建
築
物

　
木
造
一
、
階
建
、
延
べ
面
積
が
ト
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以

ト
の
も
の
。

　
　
建
築
確
認
が
必
要
な
建
築
物

イ
、
下
宿
、
共
同
住
宅
、
車
庫
な
ど
で

　
そ
の
用
途
部
分
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル

　
を
こ
え
る
も
の
。

ロ
、
木
造
の
建
築
物
で
．
一
階
以
上
と
な

　
る
も
の
、
ま
た
は
延
べ
面
積
が
五
百

　
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
も
の
。

、
　
、

ノ

1慣位 チーム名 勝　　　敗

1
伸
子 沢 9　－　　1

2 干 溝 8　－　　2

3 商　　工 ム
云 7　－　　3

4 役 場 7　－　　3

5 貝 野 6　一・　4

6 保 熊 5　－　　5

7 パ　ワ　ー　ズ 3　－　　7

8 中里農協 2　－　　8

9 清 津 2　－　　8

10 藤田木材 0　－10
11 釜 川 キ　ケ　ン

（勝敗同数は得点差による）

※野球協会長杯 優 勝 役　　　場
王 将　　杯 〃 バワーズ
寿 杯 〃 藤田木材
村 長　　杯 〃 役　　　場

　
　
木
造
以
外
の
建
築
物
で
。
一
階
建
以

　
上
と
な
る
も
の
、
ま
た
は
延
べ
面
積

　
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
も

　
の
。
　
（
一
階
を
鉄
骨
ま
た
は
コ
ン
ク

　
リ
ー
ト
に
し
、
二
階
、
三
階
を
木
造

　
と
し
た
も
の
も
含
む
。
）

　
レ
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
図
面
を
付
け
て
二

　
　
　
　
　
　
　
　
通
提
出
し
て
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
百
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
は
簡
単
な
図

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
以
上
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
は
建
築
士
の
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
図
面
が
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
築
課
）

※
建
築
r
事
届
は
、
床
面
積
の
合
計
が

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
。
こ
の
場
ム
ロ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
面
で
い
い
で
す
が
、

　
　
ミ
ニ
苦
言
｝

　
　
　
美
し
い
女
性
の
た
め
に
舘

　
都
会
も
地
方
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
ハ

磁
蘇
璽
耀
斜
雛
聴

㎜
ト
は
、
み
争
し
合
わ
せ
た
番
っ
に
長
㎜

◎
轟
難
☆

　
と
こ
ろ
が
、
着
飾
っ
た
り
化
粧
ま
で
（

窪
て
美
し
く
あ
り
た
い
と
顧
つ
女
性
漁

M
会
話
の
中
に
「
オ
レ
」
と
Σ
一
口
葉
美

越
耳
に
す
る
と
き
「
ゾ
ー
」
と
し
た
り
、
瀞

淋
悲
し
く
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。
　
　
　
．

㎜㎜紳
鱗
灘
辮
鑓

盤
繕
鑓
継
烈

碍
ば
、
お
化
粧
や
フ
ァ
．
シ
ョ
ン
に
マ
．
蝉

穿
し
た
女
性
に
な
れ
る
の
で
は
な
聡

轡
逃
ひ
の
輿
タ
タ
タ
ー
≧
演
性
滋


